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なぜ今、「水×SDGs」か？

• SDGsは、次世代型ビジョンの枠組み

– 時代のあたりまえを先取り （学習効果）

• 周囲の抽象的すぎる議論

– SDGsを上下水道分野に落とし込む必要 （社会的ニーズ）

• 2050年への足掛かり

– Post-2030を見据えたSDGsの建設的批判 （若者の視点）



これまでの「水×SDGs」勉強会を踏まえて

既に出たアイデアに対する疑問

• 精神論の限界？
– 災害対策はハードのみで足りず

– 水質確保のため処理する程度

– 料金体系

– 市民参加、教育、広報は必要だ
が労力がかかる

など

これからの活動への期待

• 十分掘り下げられていない点…
– 目標となる概念の意味

例）レジリエンス

– 指標、評価手法

– 縦割りを横断する方法

– 企業の貢献

妥協点はどこ？

うまくいった回：神奈川県のビジョン！！
➔ 具体例を念頭に進める

疑問に答えたい！
けれど、調査必要
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プロジェクトの狙い

• 上下水道界にSDGsの考え方を普及させる

• 自治体（や企業）のビジョンづくりにSDGsを生かす

• SDGsを（途上国の問題としてだけでなく）日本事・自分事に

• #SDGsによって世間の上下水道への関心を高める

• SDGsへの関心の高まりに乗じて、水に注目を集める

• 学生や若手が水問題を知り、上下水道に魅力を感じる

人口減少、自然災害、私たちが生きる未来はもう分かってる。だ
からこそ今、誰一人取り残さないために、私たちにはできることが
ある。上下水道から世界を変えるプロジェクト、「水×SDGs」！



ワーキンググループ化の意義

• 専門的知見の共有

– Japan-YWPは多様な専門を持った新鋭の集り
• WGメンバーの専門的知識や経験知、調査協力

• WGメンバーの紹介で、専門家にアクセス

• 多様な意見の反映

– 異なるバックグラウンドや価値観を持った参加者の集まり

• 多様な考えを含めることで、内容が包括的で受け入れやすく、説得力を
持つようになる

• SDGsを国内に落とし込む方法を編み出す実験の場
実践研究 by 平野



アウトプット

• 成果文書
• 数ページの冊子（報告書・提案・提言？）

↑
Japan-YWPのHPに掲載

内容は、研究会／学会や水道公論などでも紹介？

• 論文（ワーキンググループで編み出す方法を紹介） ※ 平野の研究

• イベント
• 2019年12月～2020年3月の間に開催

↑
Japan-YWP設立10周年記念イベントの一部に？

（水未来会議2020で報告？）

絵・イラストなどで見やすくしたい
イケてるネーミングを！
カタカナは少なくしたい



運営・作業上の方針

• 開放性、透明性、包摂性、コンセンサスの原則に従い運営
• 現時点では、過去の勉強会に参加した人のメールなどを把握

➔ Googleでメーリスを作り、入退会を自由にし、情報共有を図る

• 運営には、Japan-YWP運営委員以外も参加

• 前向きな作業

– 自由な発想を大事にし、他人の意見を否定しない

– 自分事として考えるようにする

– チャタムハウス・ルール（外部で議論の内容を引用しない）

• 研究倫理上の配慮

– 個人を対象としない

– アイデアを盗用しない



ワーキンググループの組織・役割

• Japan-YWPのもとで活動（パイロット プロジェクト）

• 運営委員会マター：SDGsについてのHP、外務省HPへの掲載etc. 

• WG運営体制

• タスク
– WSファシリ＆フォローアップ

– 成果物の「考え方の転換」の起草

– ニーズベースの調査

– 成果発表イベントの企画 （Japan-YWP副代表池田さん、企画幹事村田さんと相談）

• 実践型研究
– 「SDGsから見た日本の水行政―法学的研究手法の提案に向けて」

平野実晴（神戸大学） 責任者・コーディネーター

長尾麻未（NJS） WS企画

片山佳奈子（八千代エンジニヤリング） 広報

北嶋李合（神奈川県内広域水道企業団）

後藤正太郎（開発コンサルタント）

鈴木真実（神奈川県内広域水道企業団）

矢口光良（神奈川県内広域水道企業団）

入りたい方はご一報を！



『水の未来予想2030』（3月23日）

• 「環境」・「経済」・「人権」の視点から、日本の
上下水道が抱える問題を踏まえ、2030年まで
の悲観的なストーリーを構想しました。



環境



経済・経営



人権



今後のワーキンググループの方針



「成果文書」の内容
※ 対象は、上下水道分野に限定

• 導入
• なぜこの取り組みを我々が行ったのか

• この文書を、どうやって作ったか

• どういう視点で読んでほしいか／使ってほしいか

• 水の未来予想2030
• 今のペースで想定される事態をストーリーで描写

• 考え方の転換（SDGsの解説／若者の解釈）

• キー概念の説明・解釈 例）バックキャスティング、レジリエンス、相互連関性

• SDGsを国内（事業体）レベルに落とし込む方法

• 若者の提案
① 目標とターゲット：SDGsのターゲットを整理し、国内向けに提案

– 国連の目標とターゲット、そして新たに加えるべきものを、整理（例は次の頁）

② 指標の例：提案するターゲットに対応する指標を例示
– 既存のPIなどを参考に、②で選んだターゲットに対応するものを示す（例は次の頁）

ドラフトを作成し、
WSなどでコメントをもらう
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Suez社のサステイナビリティ報告書より

目標とターゲットを、上下水道事業が
(a) 直接貢献する、
(b) 間接的に貢献する、
(c) 責任を持つもの

に分けて提示



目標・ターゲットに
対応させて指標を

例示（提案）

環境省『SDGs活用ガイド』より

http://www.env.go.jp/policy/SDGsguide-siryo.rev.pdf


ニューヨーク市のVoluntary Local Review
（2018年HLPFで国連に提出）

http://www.env.go.jp/policy/SDGsguide-siryo.rev.pdf


パリ市の事業体の年次報告書2017

http://www.env.go.jp/policy/SDGsguide-siryo.rev.pdf




成果文書の作成プロセス

WS
•企画案の説明

•水の未来予想2030
•ターゲット整理開始

WS 文書ver. 1.0
•未来予想を磨く

•ターゲットの整理

•指標のアイデア募集

WS ver. 2.0
•未来予想を暫定確定

•ターゲットの整理完了

•指標のあてはめ開始

WS ver. 3.0
•ターゲットの確定

•対応する指標の選択

シンポ ver. 3.1
•成果の紹介

•最後の意見収集

公表 ver. 3.2
•最終版

3月 5月 6～7月 8~10月 2020年1月 3月

調査・インタビュー
（特に、指標について）

シニアの専門家からも意見をもらう？
例）Japan-YWPアドバイザー

SDGs専門家： 沖先生、JICA専門家、IGES専門家
ビジョン策定委員： 滝沢先生、浅見先生etc.

WSに合わせ、
勉強会も開催？



Japan-YWP_SDGs@googlegroups.com
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